
2023 年度標語 “主の慰めを受けて、感謝の歌声が響く” 主はシオンを慰め、そのすべての廃墟を慰め、荒野をエデンの園とし、荒れ地を主の園とされる。そこには喜びと楽しみ、感謝の歌声が響く  イザヤ書 51:6  

   

 2024年3月31日午前10時30分   

復活日（イースター） 主日礼拝 

      司会 岩渕デボラ 

      奏楽 徳江由利 F.ﾃ゙ ｨﾋ゙ ｯﾄ゙  木戸恵美子 
 
 

 
 

 

前  奏 

招きのことば フィリピ2:9-11 

讃美歌 325 「キリスト・イェスは」          一  同 

交読詩編 30:1-13(P.34/30)  

 

祈 り                      司会者 

≪関東教区お祈りカレンダー≫ 

在日
ざいにち

大韓
だいかん

基督
きりすと

教会 < 盤石
ばんじゃく

教会・つくば東京教会・水戸教会 > 

    (主の祈り) 

 
讃美歌 290(1,4,5) 「おどり出る姿で」      一  同 
   
聖 書  新約 マタイ 28:1-10（P.59） 

 

メッセージ 『 おはようとのあいさつで 』   
祈   り                 川上  盾 牧師 
 

讃美歌 333 「主の復活、ハレルヤ」       一  同 
 

＜ 聖餐式 （讃81） ＞ 
 

献 金                       一  同 

  （献金感謝の祈り） 

 

信仰告白（使徒信条・口語 讃93-4-B）              一  同 
 

頌 栄 28 
派遣･祝祷                川上  盾 牧師 
後 奏  
報告・紹介 
 

 

 

 

 

 

 

 

≪3月礼拝当番≫ 植松みよ 廣瀬一寛 

          楠元 桃 小林友栄 

           鈴木容子 奈良正太郎 
 

≪今週の集会・行事≫  

◎ 本日 8:00 ＣＳイースター礼拝（エッグハント） 

◎ 本日 10:00 聖歌隊練習 

◎ 本日 14:30 墓前礼拝（六藤裕夫さん納骨式） 

  （14:00より墓地清掃） 

◎ 4/3（水）10:30 ＆ 19:30 聖研祈祷会 

◎ 4/6 (土) 10:30 上谷建人・矢野純子 結婚式 

  （当日の会堂清掃はありません） 

 

≪次週の主日≫  

◎ 主日礼拝 10:30 

ﾒｯｾｰｼﾞ 『 息を吹きかけられて 』 川上牧師 

聖書：旧約 出エジプト 15:6-11 (P.117) 

新約 ヨハネ 20:19-29（P.210） 

讃美歌 326, 318, 329, 29 

交読詩編 118:13-25(P.134/130)     

司会：岡安茂能 奏楽：徳江由利 

◎ 4月定例役員会 

 

≪予 告≫  

◎ 教会総会資料提出〆切 4/14(日) 

◎ 2024年度教会定期総会 4/28(日)礼拝後 

≪報 告≫ 
◎ Ｈａｐｐｙ Ｅａｓｔｅｒ！  
 礼拝後、恒例の受洗 50 周年のお祝いをいたし

ます。今年の該当者は沼田雅子さん（1974 年 4 月

14 日・日本ﾎー ﾘﾈｽ教団豊中使徒教会で受洗）。教会か

ら記念品をお贈りします。礼拝後は嶺公園にピク

ニック・墓前礼拝に出かけます。昼食おにぎりは

300 円（お茶とセット）です。また教会からイースタ

ーエッグのプレゼントがあります。ひとり 1個、お持

ち下さい。中身はふつうのゆで卵です。本日中に

お召し上がり下さい。教会暦はこれからしばらく、

イエス・キリストの復活を祝う「復活節」に入ります。 

◎ 聖研祈祷会にご参加下さい  
 4月 3日（水）より新たな学びに入ります。原点に

戻り、「世界の成り立ちとイスラエルの選び」につい

て創世記から、また「イエス・キリストの生涯」につい

てマルコによる福音書から、キリスト教の原点を学

び直したいと思います。創世記を続けて学び、区

切りがついたらマルコ福音書...という形で行ないま

す。礼拝とは異なる形で、聖書を歴史的文書とし

て学びます。教会員以外の参加もおられます。月

一回水曜日（基本的に第一水曜）10:30と 19:30の開

催、内容は昼も夜も同じです。どうぞご参加下さい。 

◎ マーマレード販売中  
 先週、たくさん購入いただいたので追加の制作

をいたしました（川上牧師作）。ご近所からいただ

いた夏みかんで作りました。ひとつ 300 円。収益

は教会建物献金といたします。 

 

≪ 消 息 ≫ 

◎ 西 基和さん ･･･ 先日教会をお訪ね下さいまし

た。午前中の体調が優れず、なかなか礼拝に出

席できないとのことです。どうぞお大事に。 

◎ 楠元なずなさん ･･･ 大学進学のため長崎市に

移られます（長崎大学寮）。新たな生活に主の導

きをお祈りいたします。 

 
≪先週の集会≫ 
 礼拝堂 オンライン 献   金 

主日礼拝 49 25 24,510                  

受難週祈祷会 4  

《 メッセージ 》 『ポンテオ・ピラトのもとで』 川上牧師 
セカリヤ9:9-10, ヨハネ18:28-40（3月24日） 

▼本日は棕櫚の主日。イエス・キリストがエルサレムに入
城する際に、迎える人々が王の象徴である棕櫚の葉を
振り、「ホサナ（救いたまえ）！」と叫んで迎えた。その歓
声の中をイエスはロバの子に乗って進んで行かれた。▼
イエスのこの振る舞いにはシナリオがある。それがゼカリ
ヤ書の言葉である。たくましい軍馬ではなく、力弱いロバ
の子に乗って進まれるイエス。その姿は、これから始まる
イエスの「たたかい」が、武器で相手を打ち負かす「戦
い」ではなく、あくまでも平和裏な形の「闘い」であることを
表している。▼迎えた人々の中にはそのイエスの姿に違
和感を抱いた人もいたのではないか。「こんな弱っちい
男が、はたして我々を救ってくれるのだろうか？」と...。勝
手に期待し、勝手に失望して、その相手に憎しみを抱
く...そんな身勝手な群衆の姿がこれから現れるのである。
▼エルサレムでイエスは神殿粛清を行なった。これが決
定的なこととなり、律法学者・祭司長たちはイエス抹殺計
画を実行に移してゆく。ユダの手引きによってイエスを捕
えると、ある人物のところに連れてゆく。ローマ帝国ユダ
ヤ総督であったポンテオ・ピラトの元である。▼「ポンテ
オ・ピラト」。彼の名はキリスト教の歴史で 2000 年にわた
って語り継がれてきた。使徒信条に「主は（中略）...ポン
テオ・ピラトの元で苦しみを受け、十字架につけられ、死
にて葬られ...」とある。この文章だけを読む人は、イエスを
十字架につけたのはポンテオ・ピラトだと思うだろう。▼し
かし実際にイエスを十字架に追いやったのはピラトでは
ない。彼はユダヤの最高権力者として、訴えに対する判
断をしただけだ。それどころかピラトはイエスに興味を抱
き、訴えが祭司長たちのねたみであることを知ると、イエ
スを赦そうとすら振舞うのである。▼そう考えると、使徒信
条で、さも彼一人の責任のように言われることは、ピラトに
とって気の毒にも思う。私たちが使徒信条を告白する時、
何よりもまず祭司長や律法学者のことも思い浮かべる必
要がある。▼しかしピラトに責任がないわけでもない。彼
はイエスの姿に興味は抱いたが、敬意は抱かなかった。
結局のところ彼が大切にしたのは真実ではなく、自分の
立場でしかなかったのだ。そんな「保身的な心」がイエス
を十字架に追いやった...そんなことも心にとめたいと思う。
▼もうひとつ、私たちが「ポンテオ・ピラトの元で...」と告白
する際に思い浮かべるべき存在がある。それは私たち
自身の姿だ。イエスがまったく無実の罪で裁かれようとし
ているのに、「十字架につけよ！」と叫んだ群衆、あるい
は真実を知りながら、声を挙げることができず黙って見て
いるしかなかった人々、その中に自分もいるのではない
か...そんなふりかえりの中で、「ポンテをピラトの元に...」と
告白することが大切なのだ。 

 
讃美歌・詩編交読・信仰告白では起立をしますが、
お立ちになりにくい方は、座ったままでどうぞ。 
 
 

＜招きのことば＞ フィリピ 2:9-11 

 神はキリストを高く上げ、あらゆる名にまさる

名をお与えになりました。こうして、天上のも

の、地上のもの、地下のものがすべて、イエス

の御名にひざまずき、すべての舌が、「イエ

ス・キリストは主である」と公に宣べて、父であ

る神をたたえるのです。 


